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発表をされる方たちは、論文を書き上げて終えるまで大変なご苦労をされたはず

ですが、同時にその試行錯誤の中で様々なことを経験し、多くのことを学ばれたの

ではないでしょうか。この学びの意味や価値は今すぐには実感できなくても、後の

仕事の中で、あるいは日常生活を通じてあらためて見出すことはあるのではないか

と思います。 

論文を書くということは、テーマを設定して計画を立てるところから始まります。

文部科学省の「大学における教育内容等の改革状況について」によれば、大学にお

いて「論文・レポ－ト作成支援」は初年次教育において導入している大学は 93.5％

にも達しています。放送大学においても「日本語アカデミックライティング」とい

う授業科目が開講されていて論文についての指導を得ることができるようになって

います。 

論文を書こうとすると重要なのが独自の「研究テーマ」を考え、それを明確化す

ることから始まります。この研究テーマはそれぞれの興味関心に従って設定されま

すが、最初はその輪郭がぼんやりとしている事から始まります。その後、教員から

の指導と支援、仲間とのディスカッションを通じて研究テーマが目指すところが次

第にはっきりしてきます。その時に、いろいろと研究テーマを構想して頭を悩ます

ことになりますが、自分なりに何を明らかにしたいのかをぶれないように考えてく

ださい。そして、研究テーマを次第に絞り込むプロセスで、少し大げさかもしれま

せんが、これだと思える「テーマの課題（問題点）、論点、争点」を立てたことで論

文の半分は出来上がったと思えるようになります。 

論文を書こうとする時に考えてほしいことがあります。研究というのはコツコツ

とひとりでするイメ－ジがあるかと思いますが、一人で行っているものではないと

いうことです。先行研究を取り寄せて読む場合、それは同じように研究してきた先

達との対話をしていると考えると共同性の営みなのです。さらに、論文を書くのを

進める上で、指導される教員や同じような領域、分野を研究している仲間との忌憚

のないディスカッションによって己の心を打ち砕かれることもあるかと思います

が、このジャブが何よりも大切であることを忘れないでください。今は打たれてい

るジャブを今後は交わすためにも、様々な結果、エビデンスに基づいた自らの理論

を構築する論理的思考をしっかりさせる事が大切だと思えるようになります。井の

中の蛙とならないためにも「真剣勝負のぶつかり稽古」のようなゼミナールを通じ

て、是非とも教員や研究している仲間と共に研究とは何かを学び、果敢にも挑戦し

てください。その成果を発表する場として同窓会は今後も群馬学習センタ－と協力

して「課題発表会」を続けたいと思いますのでふるって課題研究、実践報告を論文

にまとめて発表してください。 

 

皆様のこれからの研究活動、実践活動が実り多いものになることを祈っています。 
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日頃より群馬学習センターの活動へのご理解とご協力をありがとうござい

ます。 

この度、放送大学群馬同窓会会長を始め会員の皆様、また、群馬学習センタ

ーにかかわる多くの皆様のご尽力のおかげ様で、「私の課題発表会」を開催で

きることに深く感謝申し上げます。 

今回は３人の学生さんのご発表です。ご所属は学部の「自然と環境コース」、

大学院の修士課程では「人間発達科学プログラム」と「人文学プログラム」、

そしてご発表の研究テーマもご所属の違いを反映して三者三様であり、聴衆の

一人としては多様な内容を伺えることになりとても楽しみです。 

言わずもがなですが、何か一つのテーマについて深く調べたり、新しい知見

を得る作業は時間もかかり決して楽ではありませんが、その過程における様々

な発見に気づいたときの喜びや、成果をまとめて公表できる時の達成感は、そ

れまでの苦労をほぼ帳消しにして尚余りあるものになるかと思います。そし

て、その成果を伺える発表会が、参加者にとっても多くの参考になる情報を頂

けることで実り多い機会となることは間違いありません。 

更に、発表者の皆様のご研究成果を論文とはまた別の公表媒体である発表報

告冊子として記録に残すことは、ご本人は勿論のこと、一般の読者にとって大

きな意味があると思います。今回の「私の課題発表会」とこの要旨集が全ての

参加者や読者にとって群馬学習センター所属の学生さんの多様な学びの成果

を知る手がかりとなり、更には、これから卒業研究報告書や修士・博士論文を

作成予定の学生の皆さんの背中を押してくれることを祈念しております。 
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日時: 令和 7 年 3 月 8 日(土)午前 10 時 00 分～ 

場所: 放送大学群馬学習センター 第 2、3 講義室 

共催: 放送大学群馬同窓会  放送大学群馬学習センタ－   

 

司会・進行  

【プログラム】 

(10:00)   開会 

      同窓会長挨拶 

      発表する上でのお願い 

 

 

(10:05)   発表  正木 恭子 さん 

      質疑応答 

      客員教員からの講評 

      記念品授与 

 

 

(10:50)   発表 斉藤 貴司 さん 

      質疑応答 

      客員教員からの講評 

      記念品授与 

 

 

 

(11:35)   発表 田所 瑞絵 さん    

      質疑応答 

      客員教員からの講評 

      記念品授与 

 

(12:15)  工藤 学習センタ－所長 所感 

 

 

2024 年度「私の課題発表会」次第 

避難所における避難動物情報の把握の現状と避難
動物ラピッドアセスメントシートの提案 

小学校理科の教科書における問題の類型化と「問題を見い
だす力の育成」に関する研究 
～小学校第 5 学年「天気の変化」の単元を事例にして～ 

ネパール人留学生にとって日本留学とは何か 
－ 元留学生へのインタビュー分析からの一考察 －  

木村 一弘 

-3- 



 

 

発表１ 

 避難所における避難動物情報の把握の現状と避難動物ラピッドアセスメ

ントシートの提案 

 

放送大学教養学部教養学科自然と環境コ－ス 

正木 恭子 さん 
 

【概 要】 

近年、動物愛護への気運が高まり、適正飼養のための法律改正も行われ、ペットを家族の一員と捉える

考えが広く受け入れられている。一方、大規模災害時において被災した人々がペットのために避難を諦め

たり、同伴避難ではないために十分な支援を受けられなかったりする人がいる。本研究では、こうした人々

の支援をするため、避難所での情報収集の現状やその方法について調査と検討を行った。 

まず、避難所での動物の避難状況を調査するため、環境省が発行している被災動物対応記録集の自治体

へのアンケートから、自治体ごとの避難所での犬・猫・その他の頭数把握を調査し、集計した。飼養状況

については同アンケートや報告書から様子のわかる記載を抜き出しまとめた。それと同時に、情報収集ツ

ールとして、被災者アセスメントシート、施設・避難所ラピッドアセスメントシート、同行避難動物登録

票、避難動物台帳を精査、項目を検討した。 

結果、集計とまとめから、正確な避難動物の頭数把握はもちろん、飼養状況の把握までできている自治

体はほとんどなく、「同行避難」「同伴避難」の意味づけの曖昧さもあり、現状把握が難しい状況になっ

ていると考えられた。そのため、本研究では既存のアセスメントシートに項目の追加を提案し、避難所で

ペットの同伴避難する被災者だけでなく、ペットのため避難所での生活を諦めた被災者の情報も汲み取れ

るような変更点を指摘した。さらに施設・避難所ラピッドアセスメントシートを見本とし、避難所での動

物支援を迅速・的確に行うための避難動物ラピッドアセスメントシートを提案した。 
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発表２ 

 小学校理科の教科書における問題の類型化と「問題を見いだす力の育成」

に関する研究 

～ 小学校第 5学年「天気の変化」の単元を事例にして ～ 

 

放送大学大学院文化科学研究科文化科学専攻人間発達科学プログラム 

斉藤 貴司 さん 
 

【概 要】 

本研究では、問題を見いだす局面における授業実践を行い、児童の思考の変化を明らかにした。その授業から得ら

れた知見を基に、問題を見いだす力の育成に関する授業方略を提案することを第一の目的とした。そこで、小学校第

５学年「天気の変化」の単元において、授業実践を行なった。小学校理科授業における問題を見いだす力の育成では、

まず、児童の実態を調査するため、個人思考の時間を確保し、児童が問題の見いだしを行なった。この調査では、児

童が問題を見いだす時には、「Why」型の問題が多くなるということが明らかとなった。さらに、令和 4 年度実施の

全国学力・学習状況調査で示されてる授業改善の視点（１．比較の考え方を働かせ、個人で問題を見いだす ２．教

師が実証性について説明する。 ３．実証性に着目し、対話的な学習を通して、個人で見いだした問題を基に、新た

な問題を見いだす。）を基に授業実践を行うと、個人思考の段階では、多くの why 型の問題が考えられたが、話合い

後では、科学的に解決することのできる How 型や Yes/No 型の問題に再設定できた。その理由として、２つ考えられ

る。一つ目は、「実証性」を基に自分たちで見いだした問題を振り返り、話し合うことで、実験・観察の見通しを持

つことができ、観察・実験で検証することができる問題とできない問題に気づいたことである。二つ目は、科学的に

解決していくことができる「How」型や「Yes/No」型の問題を検討していく中で、具体的な観察の方法を見通し、検

証できるかどうかを基準として、対話的に問題を再設定できたことである。 

さらに、科学的に解決することのできる問題と各学年の育成を目指す問題解決の力について関係性を明らかにした

いと考え、教科書を分析し、問題の種類と育成を目指す問題解決の力との関係を明らかにすることを第二の目的とし

た。小学校理科の教科書における問題の設定の局面で示される『問題』の類型化を行うと、理由や背景を問う問題

（「Why」型の問題）は、22個（内訳：第 3 学年では 4 個、第 4 学年では 6 個、第 5 学年では 2 個、第 6 学年では 10

個）であった。教科書に掲載されている「Why」型の問題が全体の問題の約 4%であることからも分かるように、児童

の発想しやすい「Why」型の問題を大切にしながらも、そのままクラスの問題として設定するのではなく、再度、実

証性を意識した問題を設定しなければならないことが重要であることが明らかとなった。 

分析した結果、第 6 学年で多く掲載された個別の情報を問う問題（「When・Where・Which・What」型の問題）は、

「より妥当な考えをつくりだし、表現する力」の育成がしやすい問題である。第 4 学年で多く掲載された状態を問う

問題（「How(状態)」型の問題）は、「根拠ある予想や仮説を発想する力」の育成がしやすい問題である。第 5 学年

で多く掲載された方法を問う問題（「How(方法)」型の問題）は、すべて、従属変数は問題の中に示されており、独

立変数を探究していく問題となっている。このことからもわかるように、「How(方法)」型の問題は、「予想や仮説

を基に、解決の方法を発想し、表現する力」の育成がしやすい問題であることが明らかとなった。 
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発表３ 

         ネパール人留学生にとって日本留学とは何か  

      － 元留学生へのインタビュー分析からの一考察 － 

 

放送大学大学院文化科学研究科文化科学専攻人文学プログラム 

田所 瑞絵 さん 
 

【概 要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究の目的は、ネパール人留学生が日本留学の意味をどう捉えているかについてインタビュー調

査の分析を通じて明らかにし、彼らの課題と彼らを受け入れる日本社会や教育関係者ができることを

考察することである。 

 近年日本におけるネパール人留学生の数は急増しており、留学後日本で就職を果たす例も多いが、

その留学経験の意義に着目した研究は少ない。本研究では、まず先行研究を中心にネパール人日本留

学生の特徴と課題を明らかにする。次にネパール人元日本留学生へのインタビュー調査を行い、質的

研究法である「修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）」を用いてその経験を分析し、

考察した。 

 分析の結果、次のストーリーラインを描き出した。ネパール人日本留学生は、親戚や友人に日本

留学経験者がいるケースも多く【いい暮らしへの身近な選択肢】として日本留学を目指す。多言語環

境で育つ彼らにとって異言語の壁は低く、渡日前に〈日本語はちょっと勉強する〉。そんな背景のネ

パール人日本留学生にとって【留学生活はサバイバル】であり、日本語学校による生活基盤作りやア

ルバイトが欠かせない。先生やネパール人仲間のサポート等に支えられて留学生活に奮闘するが、学

習面ではネパールと日本の【学習観の違い】もあり、必ずしも日本語能力を向上させられない。これ

は、進学や就職時に【日本語の壁】へとつながる。留学生活を終え日本で就労、生活する中で、日本

留学は概ね良いが 100%ではないという【冷静な自己評価】をする。将来については、ビザ更新の不安

を抱えながら、日本のパスポート取得、ネパールへの帰国等の現実的な目標を持ち【希望と不安】が

入り混じった思いで暮らしている。 

 上記から、ネパール人日本留学生にとって日本留学は生活に直結していることを念頭に置く必要

があること、ネパールと日本の学習観の違いを乗り越えることが重要であること、日本語学習につい

ては、体系的に学ぶ第二言語として自律した学習を目指すことが大切なこと、進学に必要な日本語力

について適切な情報提供が望まれること等が明らかとなった。 

これら本研究の成果が、ネパール人日本留学生にとって留学生活をより有意義なものにし、また彼

らと共生する日本社会の隣人、教育機関、そこで彼らと接する教師への示唆となることを期待する。 
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放 送 大 学 群 馬 同 窓 会 

放送大学群馬学習センタ－ 

あとがき 

「私の課題発表会」は、放送大学で学ばれた方々が実践したこと、調査したこと、研究したことなどを

発表していただく貴重な機会となっています。放送大学で学んだ方が、諸先輩達の実践、調査、研究への

真摯な姿勢に接して自らの学びの成果をどんどん発表できる場として「私の課題発表会」があることを同

窓会会員をはじめ学生の方に積極的に周知していきたいと思います。さらに、多くの方に学び成果をより

身近に感じていいただきたいと考えています。また、この会を放送大学で学んだことだけでなく、放送大

学卒業後に地域に根ざした研究成果を発表する場所として、また「私たちの地域の学会」として充実して

いくために、｢研究し、論文を書き、発表する場｣を放送大学在学生の方々と卒業された同窓生の方々のた

めに継続して発展させていく事が私たち同窓会の使命ではないかとその重みと責任を感じています。 

この要旨集を今後の研究に役立てて、皆様のそれぞれの体験や研究にとって、糧となるようにと願うと

ともに、この機会に、来年、再来年の「私の課題発表会」に向けて、皆様の研究や生涯学習をなお一層深

められて、多くの方が発表してくださる事を願っています。 

最後になりましたが、一つ一つの発表についてコメントしてくださった客員教員の先生や細部に亘って

ご協力下さった放送大学群馬学習センター所長、事務長、職員の方々に心から感謝申し上げます。 

 

2025 年 3 月 8 日(土) 
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